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Home Depotの統合メディア担当バイスプレジデントであるメラニー バブコック

（Melanie Babcock）氏は、次のように述べています。「当社は、オムニチャネルのショ

ッピング体験に早くから投資を行っており、デジタルアセットと物理的アセットの有効活

用が戦略的優先事項となっています。アドビとのパートナーシップの拡大により、大規模

なパーソナライゼーションを加速することで、顧客体験がさらに強化され、オンラインと

実店舗での Home Depotの体験を最適化することができます。」 

 

Adobe Experience Cloudのシニアバイスプレジデント、アンジャル バンブリ（Anjul 

Bhambhri）は、次のように述べています。「デジタルエコノミーにおいて、パーソナライ

ズされた顧客体験の提供は、世界中のエンタープライズ企業の優先事項であり、そこへの

絶え間ない注力が Home Depotのビジネスの指針となっています。Adobe Experience 

Platform（AEP）により、統合された顧客像を中心に社内の連携をし、厳格なガバナンス

とアクティベーション機能を活用することで、Home Depotは顧客体験をさらにより良い

ものにすることができます。」 

 

デジタルエコノミーが拡大する中、72％の消費者が、不適切なパーソナライゼーションに

より企業の信頼が低下すると回答しています。Adobe Real-Time Customer Data 

Platform（リアルタイム CDP）により、Home Depotは、顧客 DIYや修理に必要な商品

を提示して、高度にパーソナライズされた顧客体験を提供できるようになりました。DIY

好きからプロまで、同社はすべての顧客に対するインタラクションをカスタマイズし、顧

客がシームレスに作業を終えられるようにしています。 

 

Adobe Real-Time CDPの基盤である AEPは、Home Depotの企業全体からオンラインと

オフラインを横断して関連データを集約する中心的なハブとなり、組織の効率性を高める

と同時にパーソナライゼーションの基礎として機能します。Adobe Real-Time CDPはす

でに初期段階で成果を上げており、企画から実施まで 7～10日かかっていたパーソナライ

ゼーションキャンペーンのリードタイムが 24時間以内まで短縮されました。このスピー

ド向上により、顧客が商品を購入してから数日後に不適切な商品の提案が提示されること

がなくなりました。 

 

Adobe Experience Platform は、唯一の情報ソースであり、Customer Journey Analytics

にデータを提供します。Customer Journey Analyticsは、広告キャンペーンから SNS投
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稿に至るまで、提示するコンテンツをより関連性の高いものにし、過度の掲載も抑制でき

るため、チームはマーケティング費用をより効率的に使えるようになります。 

 
■Adobe Experience Cloudについて 

アドビは、Adobe Experience Cloudで顧客体験管理（CXM）を再定義します。 

Adobe Experience Cloudは、エクスペリエンスのためのデジタルコンテンツの制作から

マーケティング、広告、アナリティクス、コマースを含む業界唯一の包括的なソリューシ

ョンです。Adobe Experience Cloudは、すべてのタッチポイントやあらゆるチャネルを

通し、魅力的な B2C/B2B/B2Eエクスペリエンスを一貫性と継続性をもって提供すること

を支援し、ブランドが統一された安全でスケーラブルなデジタル基盤を構築できるように

します。Adobe Experience Cloudの一部である Adobe Experience Platform は、CXMの

ための初のリアルタイムプラットフォームです。オープンで拡張性のある

Adobe Experience Platform は、企業全体のデータをつなぎ合わせ、リアルタイムの顧客

プロファイルを可能にし、Adobe Experience Cloudソリューション全体で有効化するこ

とができます。 

 

■「アドビ」について 

アドビは、「世界を動かすデジタル体験を」をミッションとして、3つのクラウドソリュ

ーションで、優れた顧客体験を提供できるよう企業・個人のお客様を支援しています。

Creative Cloudは、写真、デザイン、ビデオ、web、UXなどのための 20以上の デスクト

ップアプリやモバイルアプリ、サービスを提供しています。Document Cloudでは、デジ

タル文書の作成、編集、共有、スキャン、署名が簡単にでき、デバイスに関わらず文書の

やり取りと共同作業が安全に行えます。Experience Cloudは、コンテンツ管理、パーソナ

ライゼーション、データ分析、コマースに対し、顧客ロイヤルティおよび企業の長期的な

成功を推進する優れた顧客体験の提供を支援しています。これら製品、サービスの多く

で、アドビの人工知能（AI）と機械学習のプラットフォームである Adobe Senseiを活用

しています。 

  

アドビ株式会社は米 Adobe Inc.の日本法人です。日本市場においては、人々の創造性を解

放するデジタルトランスフォーメーションを推進するため、「心、おどる、デジタル」と

いうビジョンのもと、心にひびく、社会がつながる、幸せなデジタル社会の実現を目指し

ます。 
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アドビに関する詳細な情報は、webサイト（https://www.adobe.com/jp/about-

adobe.html）をご覧ください。 
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